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作成日：2008年11月18日

2008年度SINET3利用説明会

国立情報学研究所
学術ネットワーク課
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はじめに

学術情報ネットワーク（SINET3）って、、、、、なに？？

• 日本全国の大学、研究機関等の学術情報基盤として、国立情報学研究所（NII）
が全国に構築、運用している情報ネットワークです。

• 学術研究・教育活動の「情報ライフライン」として利用されています。

• 国際間の研究情報流通を行えるように、米国Abilene（Internet2）や欧州GÉANT

をはじめとする、多くの海外研究ネットワークとも相互接続しています。

• 現在のネットワーク構成を、SINET3（サイネット・スリー）と呼んでいます。

• 回線の一部には、日本国内初の40Gbps（STM256）回線を導入しています。
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ＳＩＮＥＴの歩み

▲1992.4

▲2002.1

研究・教育活動を支援する“情報ライフライン”（800以上の利用）

▲2007.4

SINET3

SINET(インターネット）

スーパーSINET

先端研究のための“超高速ネットワーク環境”

パケット交換網(X.25) クローズなネットワーク

▲1987.1

- 利用量の増大と求められるサービスの多様化

- IPルータでは経済性ならびに機能の限界

- サーキットサービス発展の可能性
2011年3月末までの４年間

SINET3は、SINETおよびスーパーSINETの後継ネットワークです。

2007年4月より移行を開始し、2007年6月より本格運用を開始しました。
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ＳＩＮＥＴ３構築業者

• 国内回線 ： NTT Communications

高機能回線終端装置 (L1SW,L2SW)

• IP Router (Juniper T640 x12) ： Internet Initiative Japan

• UPS (x56) ： SOFTBANK TELECOM

• Backend management router (x75) ： NetOne Systems

• 国際回線 米国 ： SOFTBANK TELECOM

• 国際回線 アジア (TEIN2) ： KDDI
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北米回線 ： 10Gbps（ニューヨーク）＋10Gbps（ロサンゼルス）

アジア回線 ： 622Mbps（シンガポール）＋622Mbps（香港）

ＳＩＮＥＴ３の国際接続性
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SINET3のネットワークトポロジ

：10G～40G

：エッジ拠点（エッジL1SW）

：コア拠点（コアL1SW+IPルータ）

：1G～20G

40Gbps

Hong Kong

Singapore
622 Mbps

622 Mbps

10 Gbps

10 Gbps
Los Angeles

New York

エッジノード： 63箇所（大学や研究所など）

コアノード ： 12箇所（データセンタ）

回線構成 ： マルチループ構成（高信頼化、帯域共有率向上）

回線速度 ： エッジ～コア間は最大20Gbps、コア～コア間は最大40Gbps
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ネットワーク構成詳細

【凡 例】

10Ｇｂｐｓ以上（コアノード）

2.4Ｇｂｐｓ

10Ｇｂｐｓ（エッジノード）

１Ｇｂｐｓ

622Ｍｂｐｓ

北見工業大学

弘前大学

神戸大学

関西大学

琉球大学

北陸先端科学技術大学院大学

神岡宇宙素粒子施設

愛媛大学

徳島大学

香川大学

JPIX東京

香港

九州大学

北海道大学

長崎大学

熊本大学

松山ＤＣ

大阪大学

ＪＡＸＡ総合技術研究本部

富山大学

静岡大学

高輝度光科学研究センター

広島大学

名古屋ＤＣ

名古屋大学

国立遺伝学研究所
シンガポール

埼玉大学

信州大学

山梨大学

東京農工大学

慶應義塾大学

JPNAP東京

金沢大学

札幌ＤＣ

仙台ＤＣ

金沢ＤＣ

東京ＤＣ２

筑波ＤＣ

大阪ＤＣ

広島ＤＣ

福岡ＤＣ

東京工業大学

電気通信大学

鳥取大学

岡山大学

福井大学

大分大学

九州工業大学

京都大学化学研究所

同志社大学京都大学

鹿児島大学

つくばWAN

国立天文台

東北大学

山口大学

千葉大学

核融合科学研究所

ＪＡＸＡ宇宙科学研究本部

JAEA東海研究所

筑波大学

高エネルギー加速器研究機構

東京大学

新潟大学

早稲田大学

東京大学物性研究所

東京大学医科学研究所

秋葉原クロスフィールド

群馬大学

横浜国立大学

海洋研究開発機構

統計数理研究所

国立情報学研究所千葉分館国立情報学研究所一ツ橋

理化学研究所

京都ＤＣ

東京ＤＣ１

JPIX大阪 自然科学研究機構(岡崎)

JPNAP大阪

ニューヨーク

：IPルータ

：コアL1SW

：エッジL1SW

ロサンゼルス

東京ＤＣ３

：パフォーマンス計測機器
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東京or大阪 東京or大阪

中継ノード
（データセンタ）

一般ノード

広域LAN接続
サービス網

地域IP網
（Bフレッツ）

中継ノード
（データセンタ）

５８０機関

Ｌ３

０機関

Ｌ３

１３機関

Ｌ３

１１３機関

Bフレッツ
対応R

加入機関のＩＰ接続イメージ

ノード接続（地域ＩＰ網接続含む）、データセンタ接続

広域LAN接続、地域ＩＰ網接続（Bフレッツ）

2008年10月末現在
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エッジノード内の構成

L1SW L2SW

Power

generator

users

users

users

1G--20Gbps

Backend Management
Router

Power
Selector

UPS

ＮｅOｐｓ

L1VPN

NMS

L2VPN/L3VPN

Backend Management 
eVLAN

Backend Management
Router

T640

SINETオペレーションセンタ

ノードが計画停電する場合
には、仮設発電機にて給電

を行う

T640T640
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新サービス開始
• 2007.12 VPLS
• 2007.12 IPv6 native
• 2008.3 パフォーマンス計測（東京2DC、大阪DC）
• 2008.7 パフォーマンス計測（福岡DC、札幌DC）

計画作業
• 2007.11 JUNOS バージョンアップ
• 2007.12 シリアル接続用ルータ更新 ７ノード
• 2007.12 JUNOS バージョンアップ （セキュリティ対応）
• 2008.2.1 L1オンデマンド・デモンストレーション （北大～NII）
• 2008.3 シリアル接続用ルータ更新 ４ノード
• 2008.3.31 NEWSサービス終了
• 2008.4.1 日米国際回線の更新 NY/LA供に 10G
• 2008.4 multicast サービス開始
• 2008.5 JGN2plus との相互接続 （東京3DC経由 10G）
• 2008.5.27 TransPac2 との相互補完接続 （国際線障害時に迂回）
• 2008.5.27 APANとの接続を 1G → 10G に増強

SINET3運用状況（1/2）
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つづき

• 2008.6.4 LA経由にて、Internet2（Abilene）とIPv6ピア

• 2008.6.24 IPv6の接続性確保（NSPIXP6終了に伴い→DIX-IE接続へ切替）

• 2008.8.末 シリアル接続 サービス終了

• 2008.10 JGN2plus との相互接続 （東京1DC経由 10G）

• 2008.11.1 フレッツ光プレミアム対応 （NTT西日本・Bフレッツ）

• 2008.11.5 JGN2plus / WIDE との相互接続 （大阪DC経由 10G）

新サービスのモニタ利用開始

• 2008.6 L1オンデマンド、 QoS

接続環境

• 2008.7.1 データセンターでの接続（札幌DC、京都DC）

SINET3運用状況（2/2）
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JGN2plus との相互接続 （東京3DC経由 10G）

TrancPAC2 との相互補完接続 （APAN経由 10G）

TEIN2-JP

IX

JPIXJPIX
ASGCNETASGCNET

T-LEXT-LEX

シンガポール

APANAPANMAFFINMAFFIN

MAFFINMAFFIN

ASNetASNet

香港

Trans
PAC2

Trans
PAC2

APANAPAN
JGN2plusJGN2plus

WIDEWIDE

接続詳細（東京3DC）

SINET3

L2

10G
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今後のスケジュール

2009.1 JUNOS バージョンアップ （4byteAS対応）

2009.4 アジア回線の更新

2009.4.1 TEIN2-JPルータ（アジア接続用）の更新

その他

• エッジノード内、加入機関機器収容用ラックの整理

• 不要DSU/TAの撤去
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通信が停止する要因

機器障害、回線障害

• ハードウェア故障、ソフトウェア障害、伝送路障害

計画作業、緊急メンテナンス

• OSアップデート、機器交換、コンフィグ操作、設備の拡充など

• 回線事業者の回線工事・メンテナンス

オペレーション・ミス

• コンフィグ操作、物理的な作業など

エッジノードの計画停電

※一部のエッジノードは、仮設発電機から給電している

その他（SINET外の原因）

• ノードの未周知の停電、ノード設備の事故による停電

• ノードに設置している加入機関の機器障害

• 災害


